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要 約 

 大豆を原料とする食品の製造工程で排出される大豆煮汁の有効活用を目的として、鶏飼料として利

用可能かどうかを検討した。大豆煮汁濃縮乾燥物を産卵後期鶏の飼料に 3%及び 5%添加給与したとこ

ろ、5%添加により産卵後期鶏にみられる体重増加や産卵率の低下が有意に抑制された。また、大豆煮

汁濃縮乾燥物の飼料添加により、鶏血液及び鶏卵の活性酸素消去能が上昇することも確認した。これ

らは、大豆煮汁に含まれる大豆ペプチド等の抗肥満作用や抗酸化作用によると推察された。 

 

緒 言 

 大豆を原料とする食品、とくに白味噌の製造工程では大量の煮汁が排出される。この大豆煮汁には、

大豆の機能性成分が抽出されていると考えられる。 

主な大豆の機能性成分とその作用については、大豆たんぱく質のコレステロール調整作用や血中中

性脂肪低下作用、抗肥満作用、血圧上昇抑制作用、大豆ペプチドの抗肥満作用、疲労回復、筋肉増強、

抗酸化作用、サポニンの抗酸化作用、コレステロール調整作用、また、イソフラボンの女性ホルモン

様作用、コレステロール調整作用、骨粗しょう症予防等の効果についての報告がある。 

 鶏を用いた報告では、Hasegawa ら
1 

 、Kamisoyama ら
2 

 、Honda ら
3 

 が初生ひなを用いて、大豆

たんぱく質給与によりカゼイン給与に比べ体脂肪の蓄積が減少する傾向及び血漿トリグリセライドの

減少等を報告している。また、Ueda ら
4 

 は、ひなを用いて、大豆たんぱく質給与によりカゼイン給

与に比べ血清中のコレステロール値が低下したことを報告している。 

大豆煮汁を有効活用するため、岩崎ら
5 

 は、大豆煮汁を酵素処理後、濃縮・乾燥し 90%以上を大豆

ペプチドに分解した大豆煮汁濃縮乾燥物を得ることに成功した。今回は、県内のみそ製造会社よりこ

の大豆煮汁濃縮乾燥物の提供を受け、これを産卵後期の鶏に給与し、体重や生産性及び生産物への影

響について調査し、大豆煮汁濃縮乾燥物の鶏飼料原料としての有用性について検討した。 

 

材料及び方法 

１）大豆煮汁濃縮乾燥物及び基礎飼料 

 大豆煮汁濃縮乾燥物は、株式会社イヅツみそより供与を受けた。これは岩崎ら
5 

 の方法により大豆

煮汁のたんぱく質を酵素処理し 90%以上を大豆ペプチドやアミノ酸に変換した後、助剤を加えて濃縮

乾燥したもので、100g 中の成分組成は、水分 5.8g、灰分 7.9g、たんぱく質 5.6g、脂質 0.2g、食物繊

維 2.0g 糖質 78.5g であった（表１)。また、粗サポニンを 0.08%、イソフラボンを 0.004%含有してい

ることも確認されている。 

給与基礎飼料の成分組成については次のとおりである（表２）。 

 

 
1 香川県東部家畜保健衛生所病性鑑定室 

2 香川県畜産課 
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  表１ 大豆煮汁濃縮乾燥物の成分組成 

成 分 含有量（g／100g） 

水 分  5.8 

灰 分  7.9 

たんぱく質  5.6 

脂 質  0.2 

食物繊維  2.0 

糖 質 78.5 

 

２）試験設定 

 平成 18年 12 月から平成 19年 2月の 8週間、588 日齢の卵用讃岐コーチン 120 羽を用い、試験区と

して、基礎飼料の 3%（試験１区）及び 5%（試験２区）重量を大豆煮汁乾燥物で代替した添加区と基礎

飼料のみ給与の対照区を区分し、各区 30羽ずつ 2反復を設定した。 

鶏舎は開放鶏舎を使用し、不断給餌で、点灯時間は 15時間とした。衛生管理は当場の通常プログラ

ムに従い管理した。 

３）調査項目及び方法 

 体重は、試験開始時と終了時に全羽数を測定した。産卵成績は毎日、飼料摂取量は毎週測定し、終

了時に各区 20個ずつ卵質検査を実施した。また、試験 2･4･6･8 週に各区 4羽採血し、偽好酸球／リン

パ球比（H/L 比）、血清中のグルコース（Glu）、トリグリセライド（TG）、総コレステロール（T-cho）

量、血清の活性酸素消去能を測定した。また、鶏卵については、試験 2･4･6･8 週で活性酸素消去能を

測定し、試験 8週で脂肪酸組成の測定及びビタミン E及びコレステロール量の分析を実施した。 

 卵質検査には卵殻強度計(富士平)、卵殻厚計(富士平)、Egg マルチテスター（EMT-5000 全農） 

を使用し、血液生化学検査には富士ドライケムを使用した。血清及び鶏卵の活性酸素消去能は ESRに

よるスピトラッピング法、鶏卵の脂肪酸組成はメチルエステル化処理後ガスクロマトグラフ(島津製作

所 GC-2014AFSC)で分析し、鶏卵の成分分析は香川県薬剤師協会検査センターに依頼した。 

４）統計処理 

 有意差の解析は統計ソフト（StatView for windous ver.5.0 : SAS Institute Inc.）を用い Student

のｔ検定を実施した。 

 

成 績 

１）生存率 

 8 週間の試験期間での各区の生存率は、1区が 96.8%、2区が 96.5%、対照区が 95.2%で、差は認めら

れなかった。 

２）体重 

 試験開始時は各区ともに約 2,100g の体重で差は無かったが、8 週間後には、対照区が 127.1g 増加

の 2,212.8g となったのに対し、試験区の体重増加は 26.0～63.7g と低く、特に 2区では 2,95.1g で対

照区に比べ有意（P<0.05）に低かった(表３)。 

 

 

 

 

  表２ 基礎飼料（市販成鶏飼料） 

成 分   

粗たんぱく質 17.0 %以上 

粗脂肪  3.0 %以上 

粗繊維  5.0 %以下 

粗灰分 15.0 %以下 

カルシウム   3.70 %以上 

リ ン   0.40 %以上 

代謝エネルギー 2,850 Kcal/kg 以上 
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表３ 体重(g) 

区分 開始時 終了時 

１区 2,100.6 ± 218.6 2,155.7 ± 260.6 

２区 2,077.4 ± 166.5 2,095.1 ± 209.3
b 

  

対照区 2,087.9 ± 238.6 2,212.8 ± 180.9
a 

  

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05 

 

３）産卵成績 

 8 週間の産卵成績で、産卵率は、２区が 65.0%で他区に比べ有意(P<0.01)に高く、また、1個当たり

平均卵重は量試験区が約 69g で対照区に比べ有意(P<0.01)に重かった(表４)。 

  

  表４ 産卵成績及び飼料要求率 

区分 産卵率(%) 平均卵重(g／個) 
飼料摂取量 

(g／日／羽) 
飼料要求率 

1 区 59.5±2.0
B 

  69.4±2.0
A 

  134.6±10.9
a 

  3.3±0.3 

２区 65.0±4.0
A 

  68.7±0.6
A 

  136.5±9.1
a 

  3.1±0.2 

対照区 57.1±5.3
B 

  67.5±0.4
B 

  120.1±14.2
b 

  3.2±0.5 

     平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、
A 

 

B 

 : P<0.01 

 

４）飼料利用性 

 8 週間の各区の 1日 1羽当たり飼料摂取量は、１区が 134.6g、２区が 136.5g と両試験区ともに対照

区の 120.1g に比べ有意(P<0.05)に増加したが、両試験区で産卵率及び卵重が増加したことから、飼料

要求率はそれぞれ 3.3、3.1、3.2 で差は認められなかった(表４)。 

５）血液生化学検査成績 

 鶏血液中の Glu、TG、T-cho 値の推移については、両試験区の T-cho 値が低い傾向がみられたほかは、

差は認められなかった（表５-１，２，３）。 

 

表５-１ 血漿 Glu 値(mg/dl) 

 2 週 4 週 6 週 8 週 

１ 区 215.8±11.9 227.8±41.7 256.3±9.1
a 

  229.5±12.3 

２ 区 233.0±9.8 246.3±9.4 213.3±18.8
b 

  228.0±10.9 

対照区 234.0±25.2 250.0±9.1 217.0±32.0 233.5±21.6 

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.01、n=4 

 

表５-２ 血漿 TG値(mg/dl) 

 2 週 4 週 6 週 8 週 

１ 区 － 3090.0±716.1 2737.5±936.7 2535.0±1025.9 

２ 区 － 2495.0±710.8 3370.0±268.2 2397.5±485.1 

対照区 － 2245.0±1939.4 3259.0±3420.3 3102.5±1189.4 

平均±標準偏差、n=4、－：測定不能 
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表５-３ 血漿 T-cho 値(mg/dl) 

 2 週 4 週 6 週 8 週 

１ 区 135.0±23.1 151.3±16.5 146.0±20.2
b 

  144.3±34.6
b 

  

２ 区 157.3±9.8 135.3±30.3 217.5±23.9 162.5±32.1 

対照区 169.3±43.2 199.5±99.4 235.8±118.3
a 

  231.0±46.8
a 

  

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=4 

 

６）活性酸素消去能 

 鶏血液の活性酸素消去能は、試験 6週で２区が、試験 8週で両試験区が対照区に比べ有意に高かっ

た（表６）。 

 鶏卵の活性酸素消去能は、試験 8週で２区が対照区に比べ有意に高かった（表７）。 

 

 

表６ 血漿の活性酸素消去能(units/ml) 

 2 週 4 週 6 週 8 週 

１ 区 111.2±22.4 61.1±16.5 54.6±4.4 73.2±15.8
a 

  

２ 区 65.7±11.9 59.3±50.2 106.9±27.2
a 

  116.1±42.9
a 

  

対照区 85.5±11.5 79.3±32.1 51.5±20.4
b 

  42.2±5.7
b 

  

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=4 

 

表７ 鶏卵の活性酸素消去能(units/ml) 

 2 週 4 週 6 週 8 週 

１ 区 7.67±1.6 6.40±0.63 4.84±0.79 4.76±1.75 

２ 区 5.89±1.53 5.57±0.96 5.65±0.61 8.64±0.14
a 

  

対照区 6.08±1.16 5.57±0.89 5.90±0.67 5.44±2.04
b 

  

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=4:3 個／検体 

 

７）血液 H/L 比 

 血液の H/L 比では、試験区と対照区に差は認められなかった（表８）。 

 

表８ 血液の偽好酸球／リンパ球比 

 2 週 4 週 6 週 

１ 区 45.3±12.6 53.8±16.7 36.7±5.2 

２ 区 47.6±30.1 58.1±22.1 48.2±10.9 

対照区 70.9±47.2 41.1±13.4 45.4±24.7 

平均±標準偏差、n=4 

 

８）卵質検査成績 

 試験終了時、給与期間 8週間での卵質検査の成績では、卵形係数、卵重、卵殻強度、卵殻厚、ハウ

ユニット、卵黄色のいずれも試験区と対照区に差は認められなかった（表９）。 

 

 

 



大豆煮汁乾燥物の産卵後期鶏への給与試験 

 

香川畜試報告、44（2009）、47-52 

- 51 - 

表９ 卵質検査成績 

 卵形係数 卵重(g) 

卵殻強度

(kg/cm
2 
 ) 

卵殻厚 

(10μ) 
ﾊｳﾕﾆｯﾄ 卵黄色 

１ 区 74.8±3.3 67.0±5.7 3.1±0.7
a 

  34.1±3.4 68.9±13.0 12.2±0.6 

２ 区 75.5±3.3 68.6±5.5 2.6±0.6
b 

  32.3±2.7 67.1±14.7 12.2±0.7 

対照区 74.6±4.0 68.5±5.9 2.8±0.5 32.3±3.3 66.8±15.0 12.4±0.7 

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=20 

 

９）鶏卵の脂肪酸組成 

 試験終了時、給与期間 8週間の鶏卵の脂肪酸組成については、試験区と対照区に差は認められなか

った（表１０）。 

 

表１０ 鶏卵の脂肪酸組成 

 C16:0 C16:1 C18:0 C18:1n9 C18:2n6c C20:4n6 

１ 区 23.8±0.3 2.9±0.4 9.5±0.5
a 

  48.1±1.1 11.8±0.8
b 

  1.9±0.2 

２ 区 22.1±1.2 2.8±0.0 8.5±0.3
b 

  49.7±1.4 13.3±0.5
a 

  1.7±0.0 

対照区 24.5±1.0 2.9±0.1 8.7±0.1
b 

  48.3±3.6 11.8±2.7 1.7±0.0 

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=3 

 

１０）鶏卵の成分分析 

 試験終了時、給与期間 8週間の鶏卵のビタミン E量の分析成績は、試験区と対照区に差は認められ

なかった（表１１）。 

 

表１１ 鶏卵のビタミン E量（mg／100g） 

 α-ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ β-ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ γ-ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ δ-ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ 

１ 区 1.3±0.3 0.1 未満 0.6±0.2 0.1 未満 

２ 区 1.6±0.1 0.1 未満 0.6±0.5 0.1 未満 

対照区 1.6±0.7 0.1 未満 0.8±0.4 0.1 未満 

平均±標準偏差、異符号間で有意差あり
a 

 

b 

 :P<0.05、n=3：10個／検体 

 

 

考 察 

 これまでに、鶏を用いた大豆たんぱく質の給与試験の報告として、Hasegawa ら
1 

 が、初生ひなを用いて

大豆たんぱく質給与によりカゼイン給与に比べ体脂肪の蓄積が減少する傾向及び血糖値の上昇、血漿

トリグリセライドの減少を報告している。Kamisoyama ら
2 

 は、初生ひなを用いて大豆たんぱく質及

び大豆たんぱく質酵素分解物給与によりカゼイン飼料給与に対し腹腔内脂肪量が有意に低かったこと

を報告している。Honda ら
3 

 は、初生ひなを用いて、大豆たんぱく質給与によりカゼイン給与に比べ

腹腔内脂肪重量が有意に低く、肝臓及び血漿のトリアシルグリセロールが有意に低かったことを報告

している。Ueda ら
4 

 は、7 日齢の♂ひなを用いて、大豆たんぱく質給与によりカゼイン給与に比べ血

清及び肝臓のコレステロール値が低かったことを報告している。Ueda ら6 

 はまた、ひなでは大豆サポ

ニンがコレステロール降下作用に関与していないことを報告している。 

今回、大豆煮汁濃縮乾燥物を産卵後期鶏に飼料添加給与したことにより､5%添加区において体重増加及
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び産卵率低下が有意に抑制された。これは、Hasegawa
1 

 、Kamisoyama
2 

 、Honda
3 

 らの報告と一致すると考え

られた。すなわち、体脂肪の蓄積が抑制されたことにより体重増加が抑制され、また､卵管においても脂肪蓄

積が抑制された結果、産卵率の低下が抑制されたと推察された。卵殻強度及び卵殻厚については添加によ

る影響は認められなかった。血液生化学検査では、添加区で鶏血漿 T-cho 値の低下傾向がみられたが、こ

れは Ueda ら
4 

 がひなで確認した傾向に一致した。これらの効果は主に大豆たんぱく質の作用によると推察さ

れた。 

 また､大豆たんぱく質をペプシン等の酵素で分解することにより抗酸化性を示すことが知られている
7 

 が、今

回、酵素処理した大豆煮汁の給与により、添加給与期間6週間で5%区の血漿、8週間で3%及び5%区の血漿

と 5%区の鶏卵の活性酸素消去能が対照区に比べ有意に上昇した。このことから今回用いた大豆煮汁濃縮乾

燥物の給与により鶏体及び鶏卵の抗酸化力が上昇することが示唆された。 

 以上の成績より、大豆煮汁濃縮乾燥物の産卵後期鶏への給与の有用性が示唆された。 
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